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（１） 組織の概要に関する情報

1． ダイツー株式会社

2． 青本有輝規

3．

本社

愛知県大府市横根町新江15番地11

電話番号

ＦＡＸ

シンエセンター

愛知県大府市横根町新江15番11

電話番号

ＦＡＸ

リサイクルセンター

愛知県大府市横根町大猿尾178番他32筆

電話番号

ＦＡＸ

積替え保管施設

〒474-0011

愛知県大府市横根町大猿尾184番1他16筆

愛知県大府市横根町新江15番11

電話番号

ＦＡＸ

Ⅰ．組織の概要

2

0562-44-7676

〒474-0011

0562-44-7675

0562-44-7676

事業所名

代表者氏名

所在地

0562-44-7676

〒474-0011

0562-44-7675

〒474-0011

0562-44-7675

0562-44-7676

〒474-0011

0562-44-7675



4． 環境管理責任者 松井　慎二郎

担当連絡先 電話番号 0562-44-7675

ＦＡＸ 0562-44-7676

5． 500万円

6． 81,800万円（2022年8月期）

7．

8．

9． 産業廃棄物収集運搬業・産業廃棄物処分業・

再生砕石販売

10． 36名（2023年4月1日現在）

（２）許可内容・許可一覧・処理方法及び処理能力

1． 産業廃棄物処分業

許可発行者

注1 注1 注1 注1 注1 注1 注1

許可番号
廃プラ
スチッ
ク類

紙くず 木くず
繊維く
ず

金属く
ず

ガラス・
陶磁器
くず

がれき
類

注2，3
●

注4
●

愛知県 注2，3 注3 注2，3 注2

第02320157515号 ● ● ● ●

愛知県 注2，3 注3 注2，3 注2

第02320157515号 ● ● ● ●

愛知県 注3 注2，3 注2

第02320157515号 ● ● ●

愛知県 注3 注2，3 注2

第02320157515号 ● ● ●

愛知県 注3 注2，3 注2

第02320157515号 ● ● ●

愛知県 注3 注2，3

第02320157515号 ● ●

愛知県 注2

第02320157515号 ●

愛知県 注2

第02320157515号 ●

愛知県 注2，3

第02320157515号 ●

注1水銀使用製品産業廃棄物を除く ※は石綿含有産業廃棄物を除く

＊は自動車等破砕物を除く 注4はグラスウール類に限る

ガラス・陶磁器くずは、ガラスくず・コンクリートくず（工作物の新築、改築又は除去に

伴って生じたものを除く。）及び陶磁器くずの略とする。

79.2

320.0

480.0

資本金

売上高

創業

設立

事業内容

従業員数

令和3年8月12日

施設の所在地

令和10年7月5日
選別

令和3年8月12日

令和10年7月5日

●●

● ● 大府市横根町大猿尾178番

48.0

破砕

許可の種類

処
分
方
法

許可年月日

許可有効年月日

選別
令和3年8月12日

ｔ

400.0

1256.0

160.0

ｔ

ｔ

令和3年8月12日

令和10年7月5日

破砕
令和3年8月12日
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● ●

平成22年9月24日

平成22年9月24日

大府市横根町大猿尾178番
令和10年7月5日

●

産業廃棄物の種類

令和10年7月5日

処理能
力

（ｔ/日）
or

（ｍ3/
日）

大府市横根町新江15番11
令和10年7月5日

破砕

132.0

4.24

ｔ

ｍ3

ｍ3

ｔ

ｔ

● ●●

ｔ

大府市横根町新江15番11

●

大府市横根町新江15番11

480.0 ｔ

大府市横根町大猿尾178番

令和3年8月12日

令和10年7月5日

令和10年7月5日

破砕

破砕

令和10年7月5日
●

ｔ

産業廃
棄物処
分業

圧縮 大府市横根町新江15番11
第02320157515号

愛知県 令和3年8月12日

令和10年7月5日

破砕
令和3年8月12日

大府市横根町大猿尾163番1 800.0

大府市横根町新江15番11

大府市横根町大猿尾163番1

破砕
令和3年8月12日



2． 産業廃棄物収集運搬業

許可発行者

許可番号 燃殻 汚泥
廃プラ
スチッ
ク類

紙くず 木くず
繊維
くず

ゴム
くず

金属
くず

ガラ
ス・陶
磁器く
ず

鉱さい がれき類

ダスト
類（ば
いじ
ん）

愛知県

第02310157515号

愛知県 注1

第02310157515号 〇

愛知県 注2 注1 注1 注1

第02310157515号 ● 〇 ● 〇

岐阜県

第02100157515号

三重県

第02400157515号

滋賀県

第02501157515号

奈良県 注3 注3 注3 注3 注3 注3 注3 注3

第02900157515号 〇 ● ● ● ● ● 〇 〇

静岡県

第02201157515

大阪府 注3 注3 注3 注3 注3 注3 注3 注3

第02700157515号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

● 許可品目（石綿含有産業廃棄物を除く）

〇 許可品目（石綿含有産業廃棄物を含む）

愛知県 注1は自動車等破砕物を除く　注2は廃乾電池に限る

奈良県、大阪府 注3は水銀使用製品産業廃棄物を除く

廃棄物の種類 ガラス・陶磁器くずは、ガラスくず・コンクリートくず（工作物の新築、改築又は除去に伴って

生じたものを除く。）及び陶磁器くずの略とする。

保管
上限量

ｍ2 582.99 ｍ3

保管施
設面積

●

● ●

●

● ● ●

無 ●
令和10年1月3日

令和10年1月10日

●

●

○

令和3年3月26日

○

許可有効年月日

無
令和4年12月6日

令和10年1月23日

●
令和10年1月23日

有

● ●

令和10年1月23日

○

積替え保管
所在地

産業廃棄物の種類
許可の
種類

積替
保管

許可年月日

●● ●

●

有
令和4年12月6日

令和4年12月6日

● ● ●

令和3年1月4日

○

無

令和4年9月20日

○

●

無
平成31年2月4日

平成29年10月4日

○ ○ ○ ○ ○

●

● ●

無

令和6年2月3日

○●

該当なし

● ●

○

○

大府市横根
町新江15番
11

401.88

○
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保管
高さ

2.50 ｍ

○
大府市横根
町大猿尾184
番1他16筆

27.14 ｍ2 50.20 ｍ3

無
令和4年1月4日

○ ● ● ●

令和9年1月25日

産業廃
棄物収
集運搬
業

令和9年1月3日

無
令和4年1月26日

● ○ ○



（3） 処理実績

①収集運搬（過去3年分）

収集運搬実績（ｔ）

②処分（過去3年分）

処分実績（ｔ）

2023/3/31

処分実績 2023/3/31

2022年度 2022/4/1～

再生資源化量（ｔ）中間処理量（ｔ）受入れ量（ｔ） 中間処理後持出し量（ｔ）

103,716

59,94273,413 63,74873,411
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2021年度

収集運搬実績（ｔ）

2021/4/1～

2022/3/31

年度 期間

103,747 97,242

18,310

2020年度

収集運搬実績（ｔ）

2020/4/1～

年度 期間

2022/3/31
103,625

処分実績

2021/4/1～

収集運搬量（ｔ）

2021年度

2021/3/31
16,692

2022年度 2022/4/1～
18,467

収集運搬実績（ｔ）

2020年度 2020/4/1～

処分実績 2021/3/31
93,267 87,79693,14393,131



処理工程図

産業廃棄物はすべて水銀使用製品産業廃棄物を除く。

「ガラスくず・コンクリートくず・及び陶磁器くず」は、「ガラスくず・コンクリートくず（工作物の

新築、改築又は除去に伴って生じたものを除く。）及び陶磁器くず」の略とする。

（4）

がれき類※

再
利
用

枠内は自社業務範囲を示す。

＊は自動車等破砕物を除く。

木
く
ず

紙
く
ず

繊
維
く
ず

売
却

売
却

売
却

破砕
施設

再
生
路
盤
材

製
鋼
原
料

A
社

各
社

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
＊
※

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
＊
※

シ
ン
エ
セ
ン
タ
ー

金属くず※

金
属
く
ず
＊

が
れ
き
類
※

安
定
型

埋
立

処
理

委
託

処
理

破
砕

※は石綿含有産業廃棄物を除く。

再
利
用

処
分

委
託

K
社
他

処
理

委
託

D
社
他

処
分

処
理

委
託

処
理

委
託

I
社
他

燃
料
材
他

委
託

燃
料
材
他

F
社
他

安
定
型

原
料

燃
料
材
他

破
砕

G
社
他

H
社
他

委
託

処
理

委
託

破砕
施設

圧縮
施設

破
砕

E
社

埋
立

委
託

ガ
ラ
ス
く
ず
・

コ
ン
ク
リ
ｌ
ト
く
ず

及
び
陶
磁
器
く
ず
＊
※

B
社
他

C
社
他

破
砕

古
紙
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　各工事現場

選別破砕施設

混合物

破
砕

混
合
物
管
理
型
品
目

が
れ
き
類
※

破
砕

がれき類※

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

シ
ン
エ
セ
ン
タ
ー

管
理
型
埋
立

管
理
型

埋
立

J
社
他

処
分



保有施設

① 運搬車両の種類と台数

② 処理施設の設備

台数

6.3ｔ/ｈ

10.5ｔ/ｈ

40KW 1台

40ｍ3/ｈ 1基

50KW 1台

100KW 1台

100KW 1台

100KW 1台

50ｍ3/ｈ 1基

50KW 1台

50KW 1台

100KW 1台

100KW 1台

100KW 1台

1基

100ｔ/ｈ 1台

60ｔ/ｈ 1台

0.53ｔ/ｈ 1基

50KW 1台

（5）

ダンプトラック車（10ｔ）

脱着装置付きコンテナ車（10ｔ）

種類及び能力

種類

脱着装置付きコンテナ車（4ｔ）

キャブオーバー車（4ｔ）

キャブオーバー車（2ｔ）

1基

台数

2台

1台

3台

2台

1台

選別破砕施設(シンエセンター）　　　　　　　　　　

圧縮施設　廃プラスチック類＊※

　　　　　ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず★

　　　圧縮機　　　　　　　　　

選別破砕施設（ガリバー）　　　　　　　　　　

　　　選別機　　トロンメル

　　　選別機　　スクリーン

　　　選別機　　ガリバー

　　　破砕機　　インペラー

　　　選別機　　トロンメル

　　　選別機　　スクリーン

　　　破砕機　　ハルドパクト

　　　破砕機　　スーパーサンダー

　　　選別機　　フィニッシャー
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　　　破砕機　　ライオン

破砕施設(リサイクルセンター）　　　　　　　　　　

　　　破砕機　　ジョークラッシャー

　　　破砕機　　ハルドパクト

破砕施設(廃プラスチック類＊※★）　　　　　　　　　　



（1） 対象組織・事業内容・要員・環境活動レポートの対象期間　

① 対象組織

本社 〒474-0011

愛知県大府市横根町新江15番地11

TEL（0562）44-7675

FAX（0562）44-7676

シンエセンター 〒474-0011

（中間処理） 愛知県大府市横根町新江15番11

TEL（0562）44-7675

FAX（0562）44-7676

リサイクルセンター 〒474-0011

（中間処理） 愛知県大府市横根町大猿尾178番他32筆

TEL（0562）44-7675

FAX（0562）44-7676

積替え保管施設 〒474-0011

愛知県大府市横根町大猿尾184番1　他16筆

〒474-0011

愛知県大府市横根町新江15番11

TEL（0562）44-7675

FAX（0562）44-7676

② 事業内容 産業廃棄物収集運搬業、産業廃棄物処分業（中間処理）、

再生砕石販売

③ 要員 従業員 36人

④ 環境活動レポートの対象期間

活動は　2022年4月1日　～　2023年3月31日までとし、

環境活動レポートを2023年5月12日に発行しました。

次年度は　2023年4月1日　～　2024年3月31日までとします。

以降は一年ごとの活動期間を対象期間とします。

　　Ⅱ．　対象範囲
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（2） 推進組織

事業規模 2010年9月24日　　設立

資本金　　500万円

売上高　　81,800万円（2022年8月期）

対象となる組織

　全組織で環境マネジメントシステム（EMS)に取り組む。　

組織図

枠内は環境管理委員会を表す

9

収集運搬運転手 中間処理作業者

社長

EA21　　責任者

収集運搬班長 中間処理班長

環境事務局



（3） 役割・責任・権限

・ 環境経営の統括責任者

・ 経営資源の準備

・ 環境経営方針の策定

・ 環境責任者を任命

・ 環境活動レポートの承認

・ 環境経営システムの構築

・ 環境目標・環境活動計画の作成

・ 環境活動の管理状況を代表者へ報告

・ 全社員への周知、教育と訓練

・ 環境活動レポートの承認作成責任者

・ EA責任者の補佐

・ 環境負荷及び環境への取り組みの自己チェックの実施

・ 環境活動データの収集及び実績のまとめ

・ 環境管理文書・記録の作成と保管

・ 環境経営システムの実施

・ 従業員への環境方針の周知

・ 自社部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告

・ 手順書作成及び運用管理

・ 緊急事態への対応のための手順書作成

・ 教育訓練の実施

・ 問題点の発見、是正、予防処置の実施

・ 環境経営システム実施状況の確認

・ 環境経営目標・環境活動計画の作成検討

・ 環境経営目標・環境活動計画実施状況の把握及び認識の共有

・ 問題点の発見、是正、予防処置の実施等協議

・ 環境経営方針の理解と環境への取組みの重要性を自覚

・ 自分の役割を理解し、自主的・積極的に環境活動へ参加
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全従業員

代表者（社長）

EA責任者

環境事務局

収集運搬班長

中間処理班長

環境管理委員会



　私たちは、産業廃棄物収集運搬業・処分業の事業活動における環境負荷の低減や社

会に貢献するリサイクルを通して、ますます深刻化する地球温暖化への対応や資源の

有効利用に向けて、環境経営の継続的改善を行い、環境への取り組みを進める事によ

り地球環境との調和と保全をはかります。

１．環境関連法、地域の条例や協定を遵守し、地域社会と共に事業を行います。

２．電気や化石燃料の使用及び資源の有効活用により、温室効果ガスと廃棄物及び水

　　資源の継続的削減に努めます。

３．事業活動を通じ、再生可能資源を追究しリサイクル率の向上に努めます。

４．環境保護の重要性への意識向上のため、社員への教育や啓発活動を推進します。

５．リサイクル製品の品質向上に努め、リサイクル製品の販売を積極的に行います。

６．この方針及び取組みを社内外に積極的に開示し、環境保全意識の向上に努めます。

制定日

改訂日

代表取締役

Ⅲ．環境経営方針

基本理念

基本方針

青本　有輝規
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2017 年 4 月 1 日

2022 年 6 月 1 日



2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

4月～3月 4月～3月 4月～3月 4月～3月

削減率 1.0% 2.0% 3.0% 4.0%

目標値 786,494ｋＷｈ 778,549ｋＷｈ 770,605ｋＷｈ 762,660kwh

削減率 1.0% 2.0% 3.0% 4.0%

目標値 6,623ℓ 6,556ℓ 6,489ℓ 6,422ℓ

削減率 1.0% 2.0% 3.0% 4.0%

目標値 364,674ℓ 360,991ℓ 357,307ℓ 353,623ℓ

削減率 1.0% 2.0% 3.0% 4.0%

目標値 1,337,675kg-co2 1,324,163kg-co2 1,310,651kg-co2 1,297,140kg-co2

削減率 1.0% 2.0% 3.0% 4.0%

目標値 1,828 kg 1,809 kg 1,791 kg 1,772kg

基準比 1.0% 2.0% 3.0% 4.0%

目標値 94.1% 95.1% 96.0% 96.9%

削減率 1.0% 2.0% 3.0% 4.0%

目標値 5,767ｍ3 5,709ｍ3 5,650ｍ3 5,592m3

基準比 2.0% 4.0%

目標値 73.4% 74.9%

基準比 1.0% 2.0% 3.0% 4.0%

目標値 3.19ｋｍ/Ｌ 3.22ｋｍ/Ｌ 3.25ｋｍ/Ｌ 3.28km/L

※

※ PRTR法に基づく化学物質の使用はありません。

※ グリーン購入の基準値は、エコ品目/全商品　＝　77/107　＝　72.0％としています。

※ グリーン購入の目標値は価格や利便性を考慮し、2022年度以降は目標を73.0％以上とする。

※

※

　Ⅳ．　環境経営目標

目標項目 規準年及び基準値 目標値

電力使用量の削減
2019年4月～2020年3月

794,438　ｋＷｈ

目標

軽油使用量の削減
2019年4月～2020年3月

368,358　ℓ

ガソリン使用量の削減
2019年4月～2020年3月

6,690　ℓ

一般廃棄物の削減
2019年4月～2020年3月

1,846　kg

二酸化炭素排出量の削減
2019年4月～2020年3月

1,351,187kg-co2

水使用量の削減
2019年4月～2020年3月

　5,825　ｍ3

リサイクル率の向上
2019年4月～2020年3月

93.2%
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グリーン購入促進
2019年4月～2020年3月

リサイクル率は再資源化量/中間処理量合計=127,802（ｔ）/137,127（ｔ）=93.2%で算出しています。

エコ品目77/全商品107＝72.0%

収集運搬車両の燃費効率の向上
2019年4月～2020年3月

　3.16　Ｋｍ／Ｌ

二酸化炭素排出係数は中部電力の平成28年度0.485ｋｇ-ＣＯ2/ｋｗｈを使用しています。

72.0％以上 72.0％以上

燃費算出は基準年度の実績により、総走行距離/収集運搬車両が使用した総燃料量＝339,082/107,224＝3.16（ｋｍ/ℓ）としています。



環境目標

（1） 二酸化炭素排出量の削減

①　電気量の削減

②　ガソリン使用量の削減

③　軽油使用量の削減

（2） 一般廃棄物排出量の削減

（3） リサイクル率の向上

（4） 水使用量の削減

（5） グリーン購入の促進

（6） 収集運搬車両燃費効率の向上

犬塚多江
年間1％削減 使用時以外のエンジンストップ

プラント選別精度の管理・監視

(1)－① 年間1％削減

環境目標 目標値 活動内容 責任者

（4） 年間1％削減 節水掲示・意識向上教育

節水掲示・意識向上教育

（6） 年間1％向上 エコ運転実施

エコ運転実施

年間1％削減 節水掲示・意識向上教育

（5）

(1)－③

(1)－① 年間1％削減 エアコン・照明灯不要時の管理

（4） 年間1％削減

年間1％削減 使用時以外のエンジンストップ

（3） 年間1％向上 プラント選別精度の管理・監視

エアコン・照明灯不要時の管理

吉崎浩（3） 年間1％向上 プラント選別精度の管理・監視

（4） 年間1％削減 節水掲示・意識向上教育

エアコン・照明灯不要時の管理

(1)－③ 年間1％削減 使用時以外のエンジンストップ

（6） 年間1％向上

桑原重信

(1)－③

事務所 和泉雅俊

エコドライブの徹底・管理

（2） 年間1％削減 社内書類の裏紙使用

(1)－① 年間1％削減 エアコン・照明灯不要時の管理
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　Ⅴ．環境経営計画

対象組織

活動計画

（3） 年間1％向上

(1)－① 年間1％削減

(1)－② 年間1％削減

（4）

72.0％以上

シンエ
センター

リサイクル
センター

選別破砕施設

グリーン商品一覧表作成・推奨



対象期間の環境経営目標と実績

目標 実績

2022年度 2022年度

4月～3月 4月～3月

削減率 3.0% 30.5%

目標値 770,605ｋＷｈ 551,467ｋＷｈ

削減率 3.0% 16.5%

目標値 6,489ℓ 5,584 ℓ

削減率 3.0% 29.6%

目標値 357,307 ℓ 259,130ℓ

削減率 3.0% 29.7%

目標値 1,310,651 ｋｇ-co2 948,973ｋｇ-co2

削減率 3.0% 16.0%

目標値 1,791 kg 1,550 kg

基準比 3.0% -12.4%

目標値 96.0% 81.6%

削減率 3.0% 3.9%

目標値 5,650ｍ3 5,597ｍ3

基準比 102.0%

目標値 73.6%

基準比 3.0% -3.7%

目標値 3.25ｋｍ/Ｌ 3.04ｋｍ/L

※

※

※

※

※

総走行距離/収集運搬車両が使用した総燃料量＝264,321ｋｍ/86,877ℓ＝3.04㎞/ℓ。

二酸化炭素排出係数は中部電力の平成28年度0.485ｋｇ-ＣＯ2を使用しています。

PRTR法に基づく化学物質の使用はありません。

グリーン購入の実績値は、エコ品目/全商品　＝　78/107＝　73.6％。

収集運搬車両の燃費の算出は

リサイクル率は再資源化量/中間処理量合計＝59,942t/73,413t=81.6%。

リサイクル率の向上
2019年4月～2020年3月

93.2%

水使用量の削減
2019年4月～2020年3月

5,825　ｍ3

グリーン購入の促進
2019年4月～2020年3月

エコ品目77/全商品107＝72%

収集運搬車両の燃費効率の向上
2019年4月～2020年3月

3.16　Ｋｍ／Ｌ

二酸化炭素排出量の削減
2019年4月～2020年3月

1,351,187　kg-co2

一般廃棄物の削減
2019年4月～2020年3月

1,846　kg
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　Ⅵ．環境経営目標と実績

目標項目 規準年及び基準値 目標値

電力使用量の削減
2019年4月～2020年3月

794,438　ｋＷｈ

ガソリン使用量の削減

2019年4月～2020年3月

6,690　ℓ

軽油使用量の削減
2019年4月～2020年3月

368,358　ℓ

72%以上



Ⅶ.環境経営計画の取組み結果とその評価、次年度の取組み内容

環境活動取組み結果
対象期間（2022年4月1日～2023年3月31日）

（1） 二酸化炭素排出量の削減（達成）
　電力使用量、ガソリン使用量、軽油使用量を大きく達成でき、二酸化炭素排出量を
29.7％削減と大きく削減することが出来た。
　廃棄物の受入量の減少が大きな要因であると考えられる。

① 電力使用量の削減（達成）
　電力使用量の削減は30.5％の削減と大きく削減した。
　今期も昨年同様プラントの効率の良い稼働を行うと同時に
手選別の制度を上げプラントを通す廃棄物の量を減らすよう心掛けた。

② ガソリン使用量の削減（達成）
　メールやZOOMを使った営業を行い、走行距離を減らし、タイヤの空気圧の点検
不要な荷物を積まない等の指導を行うことでガソリン使用量を減らした。

③ 軽油使用量の削減（達成）
　収集運搬車両の運搬距離が前年より12％減っている事が要因と考えられる。
重機のアイドリングストップを心掛け無駄な燃料の消費を減らし、こまめなメンテナンス
を行うよう指示した。

（2） 一般廃棄物の削減（達成）
　ペーパーレス化を推奨し、社内の連絡や掲示物には裏紙を使用した。

（3） リサイクル率の向上（未達成）
　リサイクル率96.0％に対して81.6％という結果に終わった。
プラントの故障があり、長期間コンクリートガラの受入を制限したことが理由
と考えられる。

(4) 水使用量の削減（達成）
　今年度の結果は3.9％も削減できた。
洗車時に水を流しっぱなしにする事を徹底させた結果だと考えられる。

(5) グリーン購入の促進（達成）
　今年度からは目標を「72.0％以上」とした。
昨年問題に上がった価格や利便性についても問題がない数字であると
考える。

(6) 収集運搬車両の燃費効率の向上（未達成）
　今年度は3.25ｋｍ/Ｌ目標に対し3.04ｋｍ/Lという結果で終わった。
空気圧の点検は徹底されていたが、暑い時期が長かったためエアコンの使用が増え、
未達成になってしまった。
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Ⅶ.環境経営計画の取組み結果とその評価、次年度の取組み内容

環境経営取組み結果の評価
　今年度は未達成項目が2項目あり、それぞれ考えられる理由はあるが、
やれることがあると思うので、来年度は反省点を生かした活動を行いたい。
　収集運搬車両の燃費効率の向上は燃料費高騰していることもあり、
来年度は目標達成を目指して各々活動をしていきたい。

次年度の取組み内容

1. 二酸化炭素排出量削減について
時期目標は基準数値の4.0％削減を目標とする。

2. 一般廃棄物の削減について
社内文書では裏紙の使用を徹底して削減に努めたい。

3. 収集運搬車両の燃費効率向上について
アイドリングストップを徹底するよう指導していく。

4. リサイクル率の向上について
来年度は大掛かりなプラント修理があり、コンクリートガラの受入量をセーブする
必要があるため、その他の品目のﾘｻｲｸﾙ率を向上させ、目標達成を目指したい。

5. 次年度は基準数値から4％削減を目標設定とします。
(グリーン購入の促進を除く）
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Ⅷ．環境関連法規等の遵守状況確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

　当社に適用される主な環境関連法規は、廃棄物処理法、自動車リサイクル法、自動車NOx

・PM法、消防法、大府市火災予防条例、水質汚濁防止法、県民の生活環境の保全等に関する

条例、グリーン購入法、PRTR法、計量法、オフロード法、大気汚染防止法です。

代表者確認

　当社に適用される主な環境関連法規等の一覧表で遵守状況を確認した結果、上記環境関連

法規への違反はありません。また関係当局より違反及び訴訟は過去３年間ありません。

代表取締役

Ⅸ．代表者による全体評価と見直しの結果

・環境経営方針

　今年は改定を行いリサイクル製品の販売促進を追加した。売上げが低迷している今、

リサイクル製品の品質向上と販売の促進は急務である。今後も継続して欲しい。

　その他の項目について来年度変更の必要性はない。

・環境経営目標及び環境経営計画

　環境経営目標は概ね達成できたが、収集運搬車両の燃費効率の向上は達成出来なかった。

環境経営計画に従った活動が出来ていたと思うが、前年はギリギリ達成、今年は未達成。

1年間様子を見る必要はあるが、目標に無理が生じている可能性がある。

　来年度はまだ、変更の必要はないと考える。

・実施体制

　実施体制に問題はない。来年度の変更は必要はない。

代表取締役
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青本　有輝規

青本　有輝規

2023 年 4 月 12 日

2023 年 4 月 12 日


